
政
令
第
二
十
二
号

復
興
庁
組
織
令

内
閣
は
、
復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
二
条
第
三
項
及
び
附
則
第
十
五
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
統
括
官
）

第
一
条

復
興
庁
に
、
統
括
官
二
人
を
置
く
。

２

統
括
官
は
、
命
を
受
け
て
、
復
興
庁
設
置
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
事
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
務

を
分
掌
す
る
。

一

機
密
に
関
す
る
こ
と
。

二

復
興
庁
の
職
員
の
任
免
、
給
与
、
懲
戒
、
服
務
そ
の
他
の
人
事
並
び
に
教
養
及
び
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。

三

内
閣
総
理
大
臣
の
官
印
及
び
庁
印
の
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

四

公
文
書
類
の
接
受
、
発
送
、
編
集
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と
。

五

法
令
案
そ
の
他
の
公
文
書
類
の
審
査
に
関
す
る
こ
と
。



六

復
興
庁
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
こ
と
。

七

復
興
庁
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

八

復
興
庁
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

九

復
興
庁
の
行
政
の
考
査
に
関
す
る
こ
と
。

十

国
会
と
の
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

十
一

広
報
に
関
す
る
こ
と
。

十
二

復
興
庁
の
機
構
及
び
定
員
に
関
す
る
こ
と
。

十
三

復
興
庁
の
所
掌
に
係
る
経
費
及
び
収
入
の
予
算
、
決
算
及
び
会
計
並
び
に
会
計
の
監
査
に
関
す
る
こ
と
。

十
四

復
興
庁
所
管
の
国
有
財
産
及
び
物
品
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

十
五

復
興
庁
の
職
員
の
衛
生
、
医
療
そ
の
他
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
こ
と
。

十
六

復
興
庁
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
政
策
の
評
価
に
関
す
る
こ
と
。

十
七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
復
興
庁
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

（
審
議
官
）



第
二
条

復
興
庁
に
、
審
議
官
四
人
（
う
ち
三
人
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る

。
）
を
置
く
。

２

審
議
官
は
、
命
を
受
け
て
、
統
括
官
の
つ
か
さ
ど
る
職
務
の
う
ち
重
要
事
項
に
係
る
も
の
を
助
け
る
。

３

審
議
官
は
、
そ
の
充
て
ら
れ
る
者
の
占
め
る
関
係
の
あ
る
他
の
職
が
非
常
勤
の
職
で
あ
る
と
き
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（
参
事
官
）

第
三
条

復
興
庁
に
、
参
事
官
を
置
く
。

２

参
事
官
は
、
命
を
受
け
て
、
統
括
官
の
つ
か
さ
ど
る
職
務
を
助
け
る
。

３

参
事
官
の
定
数
は
、
併
任
の
者
を
除
き
、
九
人
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
復
興
庁
設
置
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
二
月
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
事
務
次
官
に
係
る
特
例
）

第
二
条

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
事
務
次
官
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ



る
も
の
と
す
る
。

（
統
括
官
に
係
る
特
例
）

第
三
条

平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
第
一
条
第
一
項
の
統
括
官
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ

て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

審
議
官
に
係
る
特
例
）

（
第
四
条

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
第
二
条
第
一
項
の
審
議
官
（
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ

て
充
て
ら
れ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
限
る
。
）
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
参
事
官
に
係
る
特
例
）

第
五
条

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
第
三
条
第
一
項
の
参
事
官
（
併
任
の
者
を
除
く
。
）
は
、
関
係
の
あ
る

他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

２

第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
同
条
第
一
項
の
参
事
官
の
定
数
は

、
併
任
の
者
を
除
き
、
八
人
と
す
る
。

（
復
興
局
長
に
係
る
特
例
）



第
六
条

平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
復
興
局
長
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る

も
の
と
す
る
。

２

平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
復
興
局
長
の
う
ち
一
人
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る

者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
他
の
政
令
の
適
用
の
特
例
）

第
七
条

復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
欄

に
掲
げ
る
政
令
の
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ

る
字
句
と
す
る
。

予
算
決
算
及
び
会
計
令
（
昭
和
二

第
六
十
八
条
第

第
十
七
条
第
一
項
の
地

第
十
七
条
第
一
項
の
地
方
支
分
部
局

十
二
年
勅
令
第
百
六
十
五
号
）

一
項

方
支
分
部
局
の
長

の
長
、
復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十

三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
七

条
第
一
項
の
地
方
機
関
の
長

内
閣
法
制
局
設
置
法
施
行
令
（
昭

第
二
条

内
閣
府
を
除
く
。
）
、

内
閣
府
及
び
復
興
庁
を
除
く
。
）
、



和
二
十
七
年
政
令
第
二
百
九
十
号

内
閣
府
（
公
正
取
引
委

内
閣
府
（
公
正
取
引
委
員
会
及
び
金

）

員
会
及
び
金
融
庁
を
除

融
庁
を
除
く
。
）
、
復
興
庁

く
。
）

地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
（
昭
和

第
八
条
の
三

第
十
七
条
第
一
項
並
び

第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方

二
十
七
年
政
令
第
四
百
三
号
）

に

支
分
部
局
の
長
、
復
興
庁
設
置
法
（

平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号

）
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地

方
機
関
の
長
若
し
く
は

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の

第
十
六
条
第
一

地
方
支
分
部
局

地
方
支
分
部
局
又
は
地
方
機
関

適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（

項
た
だ
し
書

昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五

号
）

国
の
債
権
の
管
理
等
に
関
す
る
法

第
五
条
第
一
項

第
十
七
条
第
一
項
の
地

第
十
七
条
第
一
項
の
地
方
支
分
部
局



律
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令

第
三
号

方
支
分
部
局
の
長

の
長
、
復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十

第
三
百
三
十
七
号
）

三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
七

条
第
一
項
の
地
方
機
関
の
長

第
五
条
の
二
第

第
十
七
条
第
一
項
の
地

第
十
七
条
第
一
項
の
地
方
支
分
部
局

二
項

方
支
分
部
局
の
長

の
長
、
復
興
庁
設
置
法
第
十
七
条
第

一
項
の
地
方
機
関
の
長

物
品
管
理
法
施
行
令
（
昭
和
三
十

第
二
条

第
十
七
条
第
一
項
の
地

第
十
七
条
第
一
項
の
地
方
支
分
部
局

一
年
政
令
第
三
百
三
十
九
号
）

方
支
分
部
局
の
長

の
長
、
復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十

三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
七

条
第
一
項
の
地
方
機
関
の
長

指
定
都
市
、
中
核
市
又
は
特
例
市

第
二
条
第
二
項

第
四
条
第
三
項

第
四
条
第
三
項
若
し
く
は
復
興
庁
設

の
指
定
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る

置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二

必
要
な
事
項
を
定
め
る
政
令
（
昭

十
五
号
）
第
四
条
第
二
項



和
三
十
八
年
政
令
第
十
一
号
）

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公

第
十
五
条
第
一

第
十
七
条
の
地
方
支
分

第
十
七
条
の
地
方
支
分
部
局
の
長
、

開
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成

項

部
局
の
長

復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法

十
二
年
政
令
第
四
十
一
号
）

律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
二
条
第
一

項
の
職
若
し
く
は
同
法
第
十
七
条
第

一
項
の
地
方
機
関
の
長

国
家
公
務
員
倫
理
規
程
（
平
成
十

第
二
条
第
一
項

内
閣
府

内
閣
府
、
復
興
庁

二
年
政
令
第
百
一
号
）

第
六
号

第
六
条
第
一
項

消
費
者
庁

消
費
者
庁
、
復
興
庁

第
一
号

総
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政

第
六
条
第
一
号

及
び
内
閣
府
設
置
法
（

、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法

令
第
二
百
四
十
六
号
）

平
成
十
一
年
法
律
第
八

律
第
八
十
九
号
）
第
五
条
第
二
項
及

十
九
号
）
第
五
条
第
二

び
復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年



項

法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
五
条
第
二

項

第
六
条
第
一
号

各
府
省

各
府
省
及
び
復
興
庁

及
び
第
二
号
、

第
四
十
三
条
第

一
号
並
び
に
第

百
二
十
三
条
第

一
項
第
一
号
ロ

政
策
評
価
・
独
立
行
政
法
人
評
価

第
五
条
第
一
項

各
府
省

各
府
省
及
び
復
興
庁

委
員
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第

の
表
政
策
評
価

二
百
七
十
号
）

分
科
会
の
項

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
施

第
一
項
の
表
内

及
び
内
閣
府
本
府

、
内
閣
府
本
府
及
び
復
興
庁

行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百

閣
総
理
大
臣
の



七
十
二
号
）

項

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

第
十
二
条
第
二

第
五
十
七
条
の
地
方
支

第
五
十
七
条
の
地
方
支
分
部
局
の
長

施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五

項

分
部
局
の
長

、
復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年

百
七
号
）

法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
二
条
第

一
項
の
職
若
し
く
は
同
法
第
十
七
条

第
一
項
の
地
方
機
関
の
長

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報

第
二
十
二
条
第

第
十
七
条
の
地
方
支
分

第
十
七
条
の
地
方
支
分
部
局
の
長
、

の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（

一
項

部
局
の
長

復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法

平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
四
十
八

律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
二
条
第
一

号
）

項
の
職
若
し
く
は
同
法
第
十
七
条
第

一
項
の
地
方
機
関
の
長

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍

第
一
条
第
二
号

内
閣
府
を
除
く
。
）
、

内
閣
府
及
び
復
興
庁
を
除
く
。
）
、

用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関

内
閣
府

内
閣
府
、
復
興
庁



す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年

政
令
第
三
百
九
十
二
号
）

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令

第
五
条

次
に
掲
げ
る
も
の

次
に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
復
興
庁
設

（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
八
十

置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二

九
号
）

十
五
号
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
職
又
は
当
該
職
の
つ
か
さ
ど
る

職
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
助
け

る
職
に
就
い
て
い
る
職
員
で
構
成
さ

れ
る
組
織
及
び
復
興
庁
に
置
か
れ
る

復
興
局

第
十
二
条

当
該
各
号
に
定
め
る
も

当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
及
び
再
就

の

職
者
が
離
職
前
五
年
間
に
復
興
庁
に

属
す
る
職
員
で
あ
っ
た
場
合
（
再
就



職
者
が
離
職
前
五
年
間
に
復
興
庁
以

外
の
国
の
機
関
若
し
く
は
部
局
又
は

特
定
独
立
行
政
法
人
に
属
す
る
職
員

で
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
国

の
機
関
若
し
く
は
部
局
又
は
特
定
独

立
行
政
法
人
が
所
掌
し
て
い
た
事
務

を
復
興
庁
が
所
掌
し
て
い
る
と
き
は

、
当
該
再
就
職
者
が
離
職
前
五
年
間

に
復
興
庁
に
属
す
る
職
員
で
あ
っ
た

も
の
と
み
な
す
。
）
に
お
け
る
復
興

庁
の
事
務
次
官

第
十
三
条
第
一

、
次
に
掲
げ
る
も
の

、
次
に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
復
興
庁

項

組
織
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
二



十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
審
議
官
及
び
同
令
第
三
条
第
一
項

に
規
定
す
る
参
事
官

第
十
四
条

当
該
各
号
に
定
め
る
も

当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
及
び
再
就

離
職
し
た
日
の
五
年
前
の
日

の

職
者
が

よ
り
前
に
部
課
長
等
の
職
に
就
い
て

に
復
興
庁
に
属
す
る
職
員
で

い
た
時

あ
っ
た
場
合
（
再
就
職
者
が
離
職
し

た
日
の
五
年
前
の
日
よ
り
前
に
部
課

長
等
の
職
に
就
い
て
い
た
時
に
復
興

庁
以
外
の
国
の
機
関
等
に
属
す
る
職

員
で
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該

国
の
機
関
等
が
所
掌
し
て
い
た
事
務



を
復
興
庁
が
所
掌
し
て
い
る
と
き
は

、
当
該
再
就
職
者
が
離
職
し
た
日
の

五
年
前
の
日
よ
り
前
に
部
課
長
等
の

職
に
就
い
て
い
た
時
に
復
興
庁
に
属

す
る
職
員
で
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す

。
）
に
お
け
る
復
興
庁
の
事
務
次
官

第
十
五
条
第
一

次
に
掲
げ
る
も
の

次
に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
復
興
庁
の

項

事
務
次
官
及
び
復
興
庁
設
置
法
第
十

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職

第
十
六
条
第
一

次
に
掲
げ
る
も
の

次
に
掲
げ
る
も
の
及
び
復
興
庁

項第
十
六
条
第
一

国
の
機
関

国
の
機
関
並
び
に
復
興
庁

項
第
一
号



第
十
七
条

前
条
第
一
項
第
六
号

前
条
第
一
項
第
四
号
、
第
六
号

国
の
機
関
（
当
該
在
職

国
の
機
関
（
当
該
在
職
機
関
で
あ
る

機
関
で
あ
る
も
の
を
除

も
の
を
除
く
。
）
又
は
復
興
庁

く
。
）

第
十
九
条
第
一

第
十
六
条
第
一
項
第
六

第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
、
第
四
号

号

号

、
第
六
号

国
の
機
関
（
当
該
行
政

国
の
機
関
（
当
該
行
政
機
関
等
で
あ

機
関
等
で
あ
る
も
の
を

る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
復
興
庁

除
く
。
）

標
準
的
な
官
職
を
定
め
る
政
令
（

表
一
の
項

内
閣
府
の
事
務
次
官

内
閣
府
の
事
務
次
官
、
復
興
庁
の
事

平
成
二
十
一
年
政
令
第
三
十
号
）

務
次
官

第
十
七
条
第
五
項
に
規

第
十
七
条
第
五
項
に
規
定
す
る
局
長

定
す
る
局
長

、
復
興
庁
組
織
令
（
平
成
二
十
四
年



政
令
第
二
十
二
号
）
第
一
条
第
一
項

に
規
定
す
る
統
括
官

第
十
七
条
第
五
項
に
規

第
十
七
条
第
五
項
に
規
定
す
る
部
長

定
す
る
部
長

、
復
興
庁
組
織
令
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
審
議
官

第
十
七
条
第
五
項
に
規

第
十
七
条
第
五
項
に
規
定
す
る
課
長

定
す
る
課
長

、
復
興
庁
組
織
令
第
三
条
第
一
項
に

規
定
す
る
参
事
官

、
沖
縄
総
合
事
務
局

、
沖
縄
総
合
事
務
局
、
復
興
局

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法

第
一
条
各
号
及

内
閣
府
令

復
興
庁
令

施
行
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第

び
第
十
一
条

四
百
九
号
）

２

復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成



「
消
費
者
庁

四
年
政
令
第
二
百
六
十
八
号
）
別
表
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
中
「
消
費
者
庁
」
と
あ
る
の
は
、

復
興
庁

」

と
す
る
。

（
内
閣
府
令
の
効
力
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
施
行
令
の
規
定
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
内
閣
府
設
置
法
（
平

成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
七
条
第
三
項
の
内
閣
府
令
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
後
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
施
行
令
の
相
当
規
定
に
基
づ
い
て
発
せ
ら
れ
た
相
当
の
復
興
庁
設
置

法
第
七
条
第
三
項
の
復
興
庁
令
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

（
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
令
の
廃
止
）

第
九
条

東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
百
八
十
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
令
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
条

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
の
議
長
及
び
委
員
で
あ
る
者
の
任
期
は
、

前
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
令
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
日
に
満
了



す
る
。

（
行
政
機
関
職
員
定
員
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

行
政
機
関
職
員
定
員
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
の
表
内
閣
の
機
関
の
項
中
「
一
四
人
」
を
「
一
五
人
」
に
改
め
る
。

（
内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
政
策
統
括
官
の
職
務
に
つ
い
て
の
読
替
え
）

第
三
条
の
二

政
策
統
括
官
の
職
務
に
つ
い
て
は
、
復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
第
三
条
第
一
号
リ
中
「
防
災
」
と

あ
る
の
は
「
防
災
（
東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に

伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
の
復
興
を
除
く
。
）
」
と
、
同
条
第
三
号
ワ
及

び
ヰ
中
「
防
災
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
（
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
除
く
。
）
」
と
、
同
号
中
「
ウ

東
日
本
大
震

災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
復
興
推
進
計
画
の
認
定
に
関



す
る
こ
と
、
同
法
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
金
融
機
関
の
指
定
及
び
復
興
特
区
支
援
利
子
補
給
金
の
支
給
に

関
す
る
こ
と
、
同
法
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
復
興
整
備
計
画
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
、
同
法
第
七
十
七
条
第
一

項
に
規
定
す
る
復
興
交
付
金
事
業
計
画
に
関
す
る
こ
と
、
同
法
第
七
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
復
興
交
付
金
の
配
分
計

画
に
関
す
る
こ
と
並
び
に
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
復
興
推
進
事
業
、
同
法
第
四
十
六
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定

す
る
復
興
整
備
事
業
及
び
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
復
興
交
付
金
事
業
等
に
関
す
る
関
係
行
政
機
関
の
事
務

の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。
」
と
あ
る
の
は
「
ウ

削
除
」
と
す
る
。

２

政
策
統
括
官
の
職
務
に
つ
い
て
は
、
復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
前
条
の
表
株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事
業
者

「
一

株
式
会

イ

設
立

ロ

会
社

再
生
支
援
機
構
に
係
る
内
閣
府
設
置
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
の
項
下
欄
中

ハ

取
締

ニ

定
款

ホ

合
併



二

株
式
会

社
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
の
認
可
に
関
す
る
こ
と
。

法
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
設
立
時
取
締
役
及
び
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
設
立
時
監
査
役
の
選
任
及
び

役
及
び
監
査
役
の
選
任
及
び
解
任
の
決
議

の
変
更
の
決
議

、
分
割
及
び
解
散
の
決
議

社
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
に
関
す
る
関
係
行
政
機
関
の
事
務
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

「
一

株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
の
認
可
に

解
任

イ

設
立

と
あ
る
の
は
、

ロ

会
社
法
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
設
立
時
取
締
役
及
び
同
条
第
二
項
第
二
号
に



二

株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
に
関
す
る
関
係
行
政
機
関
の
事
務
の
調

」

関
す
る
こ
と
。

と
す
る
。

規
定
す
る
設
立
時
監
査
役
の
選
任
及
び
解
任

整
に
関
す
る
こ
と
（
前
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
。
」

（
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
内
閣
の
項
中
「
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
に
置
か
れ
る
事
務
局
」
を
削
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
四
条

前
条
の
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



理

由

復
興
庁
設
置
法
の
施
行
に
伴
い
、
復
興
庁
に
置
か
れ
る
職
の
設
置
、
職
務
及
び
定
数
を
定
め
る
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。


